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“覚せい剤”という言葉を口にすることが出来ず、「何しに来たんだろうこの人？」とい

うような目で見られました。そして、どうすることも出来なくなり、日に日に狂ってい

く息子を目の当たりにし、主人と 2 人、自らの手であれほど嫌だった警察に我が子を売

ることにしました。警察に連れて行かれた挙句、精神病院への入院でした。

　当時は、本当に狂ってしまいたかった…。今考えれば、私も十分狂っていたのかもし

れません。この時は、本当に辛く、苦しい時期でした。どうにもならなくなったとき、自

分を責め、息子を責め、主人を責め続け、心も体もボロボロになり、いっそ一家で死んで

しまおう…。いやいや、息子だけ死んでもらおうかと思ったものでした。人間、ここまで

卑屈になれるものなのですね…。

　やがて、息子はダルクへ。

　私と主人は家族会へ行きました。

　ダルクに入寮させてからと言って、息子が落ち着いたわけではなく、１ヶ月経ったと

き、ダルクから逃げ帰ってきたときの話です。

　「家に入れてくれ。」

　「入れることは出来ない。」

　1 時間、これの繰り返しをして、そして息子が、

　「ガソリンを撒いて家に火をつけてやる！」

と言って、ガソリン 20ℓを撒き始めました。本人が本当に火をつけるならそれでも

いい。実はもうすべて終わりにしたかった。息子も私たちも、すべてこの世から消えて

しまいたい。これが本音でした…。それでもまだ、どこかに理性が少なからずともあっ

たのか、近所周りに迷惑がかかってしまう。そう思って、主人が車のキーと携帯だけを

持って、外に出ました。

　主人はクスリで完全に狂ってしまった息子を車に乗せ、ダルクに戻すまで 24 時間

もあちらこちらと連れ添い続けました。

疲れ果て、最後には埠頭で、「頼むから死んでくれないか？ １人では逝けないだろうか

ら、俺も一緒に逝ってやるよ。」などというやりとりがあり、本人も納得してダルクに戻

りました。

　あれから 5 年経って、息子はダルクでスタッフをやっています。学校講演などで、や

はり主人とのやり取りが頭の中にあるらしく、埠頭へ連れて行かれたときの話などを

しているらしいです。自分もクスリを使った人間ですから、「使うな」とは言えず、啓発

の意味でも、たった１人家族の中にクスリを使った者がいると一家がバラバラになっ
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てしまうということを、身をもって体験した者として話をしているようです。

　“クスリやめますか？　それとも人間やめますか？”

というスローガンを見ても、私たちには、関係のない話だと思っていましたし、息子に

は誰にも負けないぐらいの愛情をかけて育ててきたつもりでしたが、気がつけば、いつ

の間にか人間をやめていました。普通の子でいて欲しかった。健康な、元気な子でいて

欲しかった。

　現在、日本には 300 万人を超える薬物依存症者がいると言われています。その状況

の中で、今私が出来ることといえば、「クスリを使わないで欲しい。使わないで下さい」

と啓発すること。そして、「一家がバラバラにならないで欲しい。いつも温かい家庭で

あって欲しい。みんなが大好きな家族であって欲しい」と願い、「出来れば私たちのよ

うに辛く、苦しい思いをする家庭をつくらないで下さい」と、祈る気持ちで自分の恥を

さらしながら啓発に努めて行きたいと思っています。

　そして、もし既に薬物に依存してしまったのなら、治ることはないけれど、回復は出

来ます。再発のある病気ではありますが、現状、再発することもなく働いている人はた

くさんいます。息子も少しずつですが、確実に回復に向かって歩いています。いつ再発

するかなど、先走って考えても仕方のないことなので、今は考えていません。

　一度はクスリのためにバラバラになった家族ですが、回復に向かって歩き出した息

子を見守りながら、私たち夫婦は、自分たちの生活を地に足をしっかりつけて生きて行

きたいと思い、今再び、2 人で歩き始めています。



29

Q1：どのくらい使えば依存症になるのでしょうか?

A1 : どのような薬物であれ、一回使ったらすぐに依存症になるというわけではありません。

最初、人は偶然のなかで薬物と出会い、様々な理由からそれをくりかえし使うようになりま

す。たとえば、日々の生活のなかで一息つくときに疲れを癒やしたり、嫌なことを忘れたりす

るために、あるいは、仕事に対する意欲やセックスの活力を高めて、本来よりも自分を「大き

く」「強く」「優れている」ように見せるために、薬物を使います。若い人のなかには、「自分に

は友だちがたくさんいる」「みんなとうまくやれている」「好かれている、愛されている」「軽

く見られていない」という感覚を保ちたくて、勧められた薬物を断らなかった人もいるかもし

れません。とにかく最初のうちは、薬物は自分の不足を補ってくれる面があったのでしょう。

　しかし、あるときふと気がつくと、薬物なしでは、以前よりも疲れて全身がだるく何も意欲

がわかなくなっている自分、あるいは、薬物なしでは本来よりも「小さく」「弱く」「だめな」自

分に気がつきます。正確にいえば、どこかでこうした事態に気がつきながらも、薬物依存者は、

「まだ大丈夫」「その気になればいつでも止められる」と自分で自分をだましています。さら

に、薬物のために周囲にたくさんの嘘をつき、大切な人との約束を破るようになり、生活は乱

れ、人間関係は破綻していきます。もはやこの段階では、薬物が生活習慣に深く入り込み、薬物

による心理的・社会的な問題が生じているのです。依存症とはこういった状態です。

　それでは、一回くらいならば薬物を使っても問題ないといえるのでしょうか ?　もちろん、そ

うではありません。全く薬物を使ったことのない人と一回使ったことがある人とでは、次に薬物

を使う可能性には雲泥の差があります。その差は、一回使ったことのある人と 2 回使ったことの

ある人とで同じ比較をした場合とは、とうてい比較にならないほどの圧倒的なものです。

　最初の一回に手を出すことで、多くの人はそれまでと違う物の考え方・感じ方をするように

なります。後に薬物依存症となった方のなかで、最初の一回のとき、「なんだ、たいしたことな

いじゃないか」「特に危なくもなさそうだ」「これくらいなら自分でコントロールできる」と

感じたという人は意外に多いのです。こんな具合に事実を自分に都合良く歪めてとらえ、いわ

ば「自分で自分をだます」のが、依存症者の特徴ですが、最初の一回の時点で、こうした特徴が

早くも芽吹いていることが少なくないというのは、ぜひとも強調しておきたい点です。

第 5 章 Ｑ＆Ａ



30

Q2：�息子が薬物をやっていることを知りました。						    

私たちの育て方が原因なのでしょうか?

A2 : 世の中に完璧な親はいません。あなた方のこどもの育て方に何か問題はあったかもしれ

ませんが、それだけで子どもが薬物を乱用するわけではありません。むしろ親は一番身近で影

響力のある援助者なのです。これからどうしていくのがよいのか、前向きに自分たちのこれま

での対応の仕方を総点検してみることが必要です。

　ご家族が、「自分たちの育て方が悪かった」と自分たちを責めれば責めるほど、ご本人の

様々な要求にふりまわされてしまい、結果的に、ご本人の薬物使用を支えてしまうことが多い

ことを忘れないでください。

　まずは、家族が精神保健福祉センターの薬物依存家族教室や家族の自助グループに参加し

て、薬物依存症に関する知識と理解を深め、これからの対応について学ぶことが大切です。

Q3：�薬物を使用して暴れているが、どうしたらよいですか?　				  

入院させてもらえますか?それとも、警察に連絡をした方がよいのでしょうか?

A3 : まず、最寄りの保健所、もしくは各都道府県にある精神保健福祉センターに相談してみま

しょう。薬物乱用の影響がどのような程度であるかを見きわめることが大切です。それにまた、

いきなり精神科病院に相談しても、病院によっては「薬物」と聞いただけで断られてしまうこと

があるので、薬物関連問題に対応する病院 ( たとえば、アルコール依存症の治療経験が豊富な病

院など ) を知るためには、保健所や精神保健福祉センターに相談することが役立ちます。

　もしも、幻覚や妄想などの精神病の症状があるのであれば、入院治療に導入することを考え

る必要があります。単に急性中毒による精神病症状であれば、薬物使用を止めることにより数

日で消失するのが普通ですが、なかには覚せい剤を止めて数日から数週を経過しているのに、

精神病症状が消えないことがあります。このような慢性中毒の場合には、ご本人が治療を希望

するか否かにかかわらず、入院治療とする必要があります。

　また、その数は多くはないのですが、ご本人が断薬 ( 薬物を止めていくこと ) したいという

動機を固めているのであれば、精神病症状の有無にかかわらず治療への導入を行います。もち

ろん、興奮が激しく、周囲に危害をもたらしそうなおそれがあれば、警察への連絡を躊躇すべ

きではありません。
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Q4：警察に補導されたが、どうしたらいいでしょうか?

A4 : 大抵、警察から家族に連絡が入り、「本人を迎えに来て、引き取ってくれ」といわれます。

そのような場合には、今後薬物に関連した問題が起こった場合の対応について、警察の方とよ

く話し合っておきましょう。また、依存の程度を診断してもらうために、医療機関を受診する

チャンスにする必要もあります。

　子どもの年齢が高ければ、その年齢にふさわしい社会的責任を取らせることも考えるべき

でしょうが、親の立場にある者にとっては、なかなかその勇気が出にくいものです。子どもが

かわいそうだという気持ちと、親の自分にそうさせてしまった責任があるのではないだろう

かという自責の気持ちを持っていることが多いからです。それだけに、補導や逮捕は、親子関

係を見直したり、本人の薬物問題という現実に親としてどのように向き合うべきかを考える

機会です。家族会や家族教室に参加したり、家族みずから、カウンセリングなどを受け続ける

ことも考えてみましょう。

Q5：�子どもが薬物乱用仲間のところへ行ってしまって、家に戻ってこない。帰って

きても夜遅くであり、注意すると怒鳴ったり暴力をふるったりして手がつけら

れない。なんとかして縁を切らせることはできないでしょうか?

A5 : 薬物を乱用している最中や薬物の影響が強い状態のときには、どんなに家族が親身に

なって対応しても反発することが多いものです。薬物の影響がなくなって、ご本人と落ち着い

て話せそうなタイミングを見つけましょう。

　その際には、相手を非難することはできるだけ避け、薬物乱用が健康によくないので心配して

いる親の気持ちを素直に伝えることが大切です。また、興奮や暴力がひどいなどの理由により、

そのままつづけば一緒に住めなくなってしまいそうな状況であれば、その旨をきちんと伝える

ことが必要です。ただし、こうした話をたんなる脅しのつもりでするのであれば、かえって暴力

をさそうだけに終わるので、両親で話し合い、親としての気持ちをかためることが必要です。

Q6：�病院に相談しても、本人を連れてこなければ話にならない、といわれていて、

どうにもなりません。

	 : 乱用者本人が自ら治療を受ける気になるためには、「底をつく」ことが必要なので、まずA6


